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マードックのThe Bin℃化乃加ceとマキューアンの＆"iirdayを比較する
 BTタワーが象徴するもの-

中 窪 靖

在以外の何ものでもないが、彼女を精神的に追い
込んだのは彼自身だと思っている。一方で、物語
はよくしたもので、離婚してイギリスの戻って
きた彼の元妻クリスチャンと、彼にとっては一
人の女伽性でもあるレイチェルとが親身になって、
そうした彼の重荷であるプリシラの面倒を見て
くれる。これも、物語の中心'A Celebration  of
Love'が彼の創作であると考えれば、納得でき
る。作者の都合で物語は進行する。再びポストオ
フイスタワーの存在が大きくなるのは、彼がアー
ノルドとレイチェルの娘、ジュリアン・バフィン
との間にエロースを見出すときである。二人がタ
ワーの34階にあるレストランで食事をすること
は、それを象徴している。
一方、Ｓα"ｨ極αｖの中では、主人公はポストオ
フィスタワー近くの自宅から、まるでタワーのよ
うに、早朝の町を見下ろしている。また、彼が車
でスカッシュのコートに向かうとき、タワーから
逃れられないかのどと<、その周りを回っている
うちに、バクスターとのトラブルに巻き込まれ
る。このときの接触事故が原因となり、バクス
ターはペウロンの自宅に押し入り彼の家族に危害
を加えようとする。彼は要求をエスカレートさ
せ、娘のデイジーに服を脱ぐようにとせまる。と
同時に、彼女が詩人であると知ると、詩の朗読を
求める。文学的な素養が必要な著名な詩人の詩に
バクスターが感銘を受けると、ペウロンは息子の
力を借りてこの賊を階段の下に突き落とす。それ
は、この物語をある方向へと導く。ペウロンと妻
の脳裏には一瞬、手術にかこつけてバクスターの
命を奪うという可能性が浮かぶ。しかしながらペ
ウロンは、執刀医となることを選択しながら、こ
の賊の命を救う道を選ぶ。とはいえ、バクスター
が生き続けることは、彼にハンチントン病という
難病を苦難として負わせ続けることを意味する。

本発表は、マードックの澱e  Black Prｍ“と
マキューアンのSat況湿αｖとを、ポストオフィス
タワーをキーワードとして比較するものである。
The  Black  P""“では、主人公のブラッド
リー・ピアソンの住いはポストオフィスタワー
のお膝元にある。このタワーは彼の語る ' A
Celebration  of  Love'の世界の出来事を象徴して
いるように思われる。彼はまず作品執筆のため
に、一時的に住み慣れた家を離れてパタラという
名の海辺の別荘に移動することを考える。ところ
が、この彼の計画はすぐさま頓挫する。彼のライ
バルであり、友人でもあるアーノルド・バフィン
からの一本の電話が彼に出発を思い止まらせる。
アーノルドは、妻を殺してしまったと言う。ま
た、義理の弟は、元妻のクリスチャンがロンドン
に戻ると言う。さらに、夫との仲が険悪になった
妹プリシラが、彼の家に転がりこむ。
Sat呪湿αｙの主人公ヘンリー・ペウロンは、ベ
テランの脳神経外科医である。彼は多忙な平日
が終わる土曜日の夜明け前に窓の外に見える光
景に思いを馳せる。過ぎ去った１週間を思い出し
ながら、来るべき週末を迎えようとしている。
彼の住いも、ポストオフィスタワーの近くにあ
る。主人公はタワーそのもののように、窓から
の光景を見ている。
２つの物語は､それぞれがロンドンを舞台として

いるのみならず、ランドマークのポストオフィスタ
ワーが重要な役割を担っている。タワーは、それぞ
れに独自の役割を担っている。登場人物たちを見下
ろすタワーは、時々の彼らの心の動きを反映する。
The  Bﾉαck  P""“においては、妹う°リシラの
自殺未遂の深刻さは、太陽光線を反射するタワー
のもとで眠りこける彼女の姿と対時され、妙な滑
稽さを醸し出す。夫の浮気が原因で住いに転がり
込むう°リシラは、ブラッドリーの行動を妨げる存

［ｊ



主人公ペウロンの傍らにポストオフィスタワーを
配することで、事態は逆説的に推移することが象

徴的に示される。
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Ｚ流ｅ脈“α"d the Goo〃を力の行使の視点から読む

内 藤 亨 代

この小説は法律家ジョン・デュケインが或る事
件の真相解明を委ねられ、任務を遂行するうちに
今まで抱いてきた自己認識の誤りに気づいていく
過程を描いている。デュケインは人に対して力を
振るうことに嫌悪感を持ち、極力避けてきた。し
かし人と人との交渉には必ず何らかの力のやりと
りが生じる。まして事件の解決には当然力の行使
が要請される。この小説の中心の筋は、デュケイ
ンがいかにして正しく力を行使できるようになっ
たかをたどるものである。
事件の真相に近づくにつれてデュケイン自身も

事件に巻き込まれる事態となり、思いも掛けない
方向へ進展していく。これまでデュケインは高潔
な、正しい人と周囲から尊敬され、自分でもそう
自負してきた。しかしその自画像は次第に崩れ、
自分は決して善くも正しくもない人間なのだと
悟っていく。事件の決着として一人の人間の処遇
を決定しなければならなくなって苦慮していると
き、水難救助に赴いて自分も死に直面する。死の
下に自分の生を見返したデュケインは、死の前に
は人は平等であることを知って、そこから他者を
発見する。救助の後、デュケインは処遇を決定し
た。法を犯した事実を見逃すことはしないが、法
の厳格な適用も求めなかった。その人間に新しい
生を歩み始めるきっかけを与えたのである。デュ
ケインは正しい自己認識を得たことと死に直面し
たことによって、力を自分を誇示するためではな
く、正しく行使できるようになった。
さて、最終章にテオ・グレイの長い内的独白が

置かれている。テオはデュケインの物語では最も
周辺に位置する。テオはインドにいたとき出家し

たが事件を起こして帰国した。それから長い年月
をかけてテオは自分の過ちの意味を悟っていく。
テオは自分の内にある巨大な空白に気づく。そ

の飽くことを知らない空白が無限な自己拡大を要
求し、それが他者へ向かうとき愛の顔となる。そ
れは当然恐るべき力として働く。テオは僧院への
帰還を決意する。自分の内にある力を僧院に預け
ることにしたのである。
テオの視点からデュケインの世界を見るとどう

映るのか。テオは「人は人に対する狼だ」と酷評
している。デュケインは自分の内に巨大な空白が
あるとは感じていない。自分の力はコントロール
可能なものとして自覚されているから、その使用
の仕方が問題となる。テオの場合は自分の存在そ
のものが凶暴な力として捉えられている。マー
ドックはデュケインの世界を決して批判的に描い
てはいない。しかしテオの視線はそれを全体とし
て見渡させる。するとそれは単にデュケインの自
己発見や幾組かの幸せな結合の物語ではなくて、
この世だけで完結する生の限界を露わにしてみせ
るのである。
さらに物語の最後は9歳の子どもたちの姿で締

めくくられる。純真で無垢で、同時に全く無力な
子どもたちだけに見える空飛ぶ円盤がある。それ
は人間界に何ら介入せず、子どもたちは何かを願
うことさえせずに、ただ見ている。それが善その
もの、或いは善のイデアを示していることは疑い
ないが、それを見ることができる子どもたちも、
本当にはこの世に属していないと言えるだろう。
デユケインはこの現実の世界で力を正しく行使

することを学んだ。テオは自分の中の凶暴な力を
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